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て同一性を求めるより、まずは自身の内的要因を統合すべきだということにいたった。”この研究を通
じ、筆者は自身と世界とがつながる方法について思考している。そして疎外感は、肯定的なものでもな
く、否定的なものででもなく、混沌として曖昧なものであることを見つけ出した。また疎外感そのもの
を表現することから離れ、疎外感が生じたきっかけを台湾の日常風景や建築の中から導きだそうと試み
ていることは、筆者の置かれた環境と社会的な状況を自分なりに捉えたものであり独自性を持った論文
となっている。 
作品においては、セメントのもつ可塑的な素材性を利用して、意識と記憶、時間の凝結を作り出そう
と試みている。それは意識と記憶を、セメントを媒介に様々なイメージへ結びつけ、造形の可能性を引
き出したと言える。物質として日常的に私たちが経験しているセメント本来の「強い」というイメージ
から、儚さへと転換させる作品は、作者独特の他者と関係を作り上げている。また多様な展示を実際に
行い、実験的な検証をしていることも評価したい。 
 筆者は、「彫刻とは何か」という問題が彫刻の技法や素材ではなく内的力の表現、生命の表現である
と考えている。台湾での生活の中に、植民地時代や歴史的な問題が残っていることを見つめ、素材をメ
タファーに現代社会とのつながりをもう一度問い直そうと試みている。 
実直なプロセスを繰り返し丁寧に検証した姿勢は評価に値する。今後どのような成果を導き、社会と
アートをつなぐことになるのか期待していきたい。彫刻表現の可能性を持った研究に対し審査委員一同
高く評価し学位授与に値するものと認める。 
 
